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法如勧募消息写 (部分、博物館蔵)法薫筆

法薫は、西本願寺の宗主法タロの 10男 であり、

マ紹寮鯉畿覆e患曾怪酵艤隼た
入りました。
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法暢は還俗する条件として、本堂が壊れ修復も

ままならかつた勝興寺に藩の支援を依頼しました。

こうして落から安定的な財源を得たことにより、

修理が本格化しました。

再建工事が着手された1775年に出されたのが

本史料の原本です。本山の建物や別院などの直属

寺院を除いて、西本願寺の宗主が地方寺院の寄付

を呼び掛ける例は非常に少なく、勝興寺が高い地

位にあつたことがうア)｀がえます。

法葉は本史料の2年前にも同様の消患写しを書

いて管下の寺院や門徒らに依頼しており (勝興寺

所蔵)、 本堂の再建には、藩の支援だけでなく、

越中門徒 (民衆)の力に因るところが大きかつた

ことがうかがえます。

この史料ア)｀ ら7年後 (原本から20年後)の
1795年、現在の勝輿寺本堂は完成し、昨年 12月 .
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に国宝に指定されました。 (仁ヶ竹主幹)

間含先 団 博物館20-1572
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